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佐野フィルムコミッションを設立しました。

市内各所で撮影が行われています。
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竹
たけむら

村 有
ゆ う き

生さん

● 城東中３年

未来を担う人を
育てる

　私の将来の夢は、中学校教師になることです。

　きっかけは、私が通う中学校の先生方との出会いでした。先生方

は、いつでも生徒のことを思いやり、そして本気で向き合ってくれ

ます。そんな姿を見て、私も教師になって少しでも生徒の役に立ち

たいと思うようになりました。

　教え育てることは、とても難しいことだと思います。自分なりの

目標を持って、日本の未来を担う人たちを育てていきたいです。　

みんなの広場に
出てみませんか？

「すてきな仲間たち」「めおと人生」

に登場していただける方を募集し

ています。自薦・他薦は問いません。

※「すてきな仲間たち」「めおと人

　生」は隔月で掲載します

■問合せ　政策調整課広報広聴係

　　         ☎（２０）３０３７

今回の表紙　「市内でのテレビ撮影」金蔵院（仙波町）

　市では佐野市観光協会を事務局として「佐野フィルムコミッション」をたちあげ、映画やド

ラマといった映像作品の撮影を誘致・支援しています。

　市内での撮影状況のお知らせや、エキストラの募集をホームページ（http://sano-fi lm.jp）で行っ

ていますので、ぜひご覧ください。

　ビデオカメラは、最近では、誰もが簡単に撮影し、楽し

めるようになりました。

　私たち「佐野ビデオクラブ」では、三井一郎先生の指導

を受けながら、随時撮影会を実施し、親睦を深めています。

　今年の撮影会では３月に栃木市の星野の里、５月に葛生

の嘉多山公園、７月には鹿沼市の磯山神社に行きました。

また、１１月には福島方面への撮影旅行を行いました。

　四季折々の花や自然の情景に触れ、感動したものをビデ

オカメラで撮影し、編集などの技法を学び、誰もが喜んで

くれるような作品作りを目指しています。

　興味のある方はぜひご連絡を。一緒に撮影しましょう。

佐野ビデオクラブ

○活動時間　第４水曜日　

　　　　　　午前９時～正午

○活動場所　佐野市中央公民館

○連絡先　　内田☎（２０）１０５７　
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○プロフィール

平成４年４月生まれの福祉を

学ぶ現役大学生。

平成２４年４月女性消防団に

入団。

市内における火災予防運動な

どに尽力。

小
おぐ ら

倉 一
ひと み

珠さん
（赤見町）

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
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市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
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セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
、
師

走
を
迎
え
、
一
年
を
振
り
返
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
は
、
栃
木
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
投
票
率
は

低
調
で
し
た
。
今
月
に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨

今
の
政
治
離
れ
、
無
関
心
と
い
っ
た
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
市
長

と
し
て
、
ま
た
一
政
治
家
と
し
て
、
残
念
な
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、

私
た
ち
が
こ
の
現
実
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
自
分
の
持
つ
権
利

と
義
務
を
通
し
て
、
自
ら
の
意
志
を
表
明
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
現
在
の
日
本
の
厳
し
い
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
も
、
も
う
一
度
、
政
治
に
つ
い
て
考
え
行
動
に

移
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
投
票
に
行
く
こ
と
か
ら
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
月
、
栃
木
県
「
道
の
駅
」
首
長
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
17
首
長
、
国
・
県
の
関
係
者
で
、
道
の
駅

の
現
状
と
課
題
、
今
後
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
「
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
」

の
躍
進
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
、
単
に
休
憩
所
と
し
て
に
と
ど
ま
ら
ず
、
防
災
や
地

域
活
性
化
、
情
報
発
信
な
ど
の
機
能
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
で
意
見
の
一
致
を
見
ま
し
た
。
私
が
懇
談
会
の
初
代
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
連
携
を
強
化
し
、
地
域
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
９
日
に
は
、
年
末
恒
例
の
佐
野
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
、
３
５
０
０
人
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
本
市
に
集
い
、
健
脚
を

競
い
ま
す
。
寒
い
時
期
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
で
き
る
範
囲

で
体
を
動
か
し
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
正
英

防
災
活
動
か
ら
関
わ
る

地
域
福
祉

　

12
月
に
な
り
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
各
地
域

に
は
消
防
団
が
あ
り
、
日
々
「
自
分
た
ち

の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精
神
の
も

と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
消
防
団
員
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
消
防
団
員

の
な
か
に
、
女
性
消
防
団
員
が
い
る
こ
と

を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
女
性
消
防
団
員
の
一
員
で
あ
る

一
珠
さ
ん
は
現
役
の
大
学
生
。
今
年
の
４

月
か
ら
、
自
ら
志
願
し
て
佐
野
市
消
防
団

員
の
一
員
と
な
り
、
火
災
予
防
の
啓
発
な

ど
の
広
報
活
動
の
ほ
か
、
防
火
指
導
・
応

急
救
護
指
導
・
防
火
訪
問
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

志
望
動
機
は
「
大
学
の
講
義
で
防
災
も

地
域
福
祉
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
、
女
性
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し

な
が
ら
、
自
分
の
目
で
見
て
地
域
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
大
学
で
の
学
び
を
よ
り

深
め
て
い
き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
。

　

こ
れ
ま
で
６
月
の
消
防
操
法
大
会
や
９

月
の
防
災
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
さ
れ
た
一
珠
さ
ん
。
実
際
活
動
し

て
み
て
「
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
活
動
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
の
防
災
訓
練
で
は
地
域
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
人
々
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
通
し

て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
近
年
、
少

子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中
で
、
わ
た
し

た
ち
女
性
消
防
団
員
が
地
域
の
方
た
ち
と

積
極
的
に
触
れ
合
い
、
地
域
住
民
一
人
ひ

と
り
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
互
い
に
助
け

合
え
る
よ
う
に
繋
が
り
を
強
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
、
防
災
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
な

な
活
動
を
通
し
て
努
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
団
員
と
い
う
立
場
か
ら
、
地

域
福
祉
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉

へ
の
理
解
を
深
め
、
思
い
を
強
め
た
一
珠

さ
ん
。
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
男
女
を
問
わ
ず
、
消
防

団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
市
役
所
消
防
室
（
☎
（２０）
３
０

４
０
）
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

防災訓練でＡＥＤの使い方を
指導する一珠さん（真ん中）

▼
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　平成２４年度の一般会計の予算は、９月３０日現在で、４８６億６，１６１万円となっています。一般会計予算の執行状況は、９月

３０日現在で、歳入の収入済額は、２２６億９９万円、予算額に対する収入割合は、４６．４％、歳出の支出済額は、１８９億３，９９１万円

で、予算額に対する支出割合は、３８．９％となっています。

　また、各特別会計、水道事業会計、病院事業会計につきましては記載のとおりとなっています。

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 ２００億円

市　税

地　方
交付税

国、県
支出金

その他

市　債

諸収入

６,８２９
３,６３５

１７,１７１
９,７７９

７,５４８
５,２５３

７,４７９
２,５４２

６,５５８

３,０７７

３２６

（平成２４年度予算額　４８６億６,１６１万円）

（単位：百万円）

（平成２４年９月３０日現在）

（単位：百万円）

歳 出

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 １８０億円

５,３１７
２,８１４

１５,０１８
５,４６８

予算額
執行額

７,２３３
３,１７０

５,３５４
２,２７７

４,８７３

８０５

６,６４０
２,４６０

４,２２７

１,９４６

その他

民生費

教育費

公債費

土木費

総務費

衛生費

一般会計

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

水道事業会計

病院事業会計

項　　目

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

予算額

１４,３４７

３１７

３,４７２

１６７

１２４

９,１２０

５９

１,１５７

１,４２２

５,７８９

８１

５５９

３１

１０

３,６１０

１

３６２

０

支出済額

５,６８８

１２９

１,０６８

６１

４２

３,７５７

２４

３６８

８

３７８億８,０４２万円

４,３８０万円

１９６億２,８０３万円

１２億２,７８２万円

２億  ３７４万円

９７億４,８０５万円

１７億７,４２３万円

（平成２４年９月３０日現在）

土　　　　　地

建　　　　　物

基　　　　　金

有　価　証　券

出資による権利

５,７５２,１８９m2

４８０,８６４m2

１００億９,３８９万円

８,１０１万円

２４億８,０２８万円

（単位：百万円）

病床数　２５８床（一般１５４床、ドック１０床、療養病床（医療型）９４床）
現在、一般病床８４床（Ａ棟３階８床、４階１０床、Ｂ棟２階３４床、３階３２床）休床

区　　分 予算額

７０４

７０４

１５５

３２１

執行額

５１７

４０５

５５

１１０

（単位：百万円）

現在給水人口１２１,７５６人、現在給水戸数４７,４７９戸、給水戸数の増加数２７５戸

収入済額

１,０６６

収入

支出

収入

支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

区　　分 予算額

２,１２９

２,０７９

８８８

２,１１９

執行額

１,０８１

３９９

７０

５６５

収入

支出

収入

支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

特別会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

市債現在高

市有財産の状況

水道事業会計予算の執行状況

一般会計予算の執行状況

歳 入

野野 市市 財財 政政 状状 況況のの佐佐

04
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都
市
計
画
事
業
費
等

財
源
内
訳

収　入

支　出

合　計

給　料（市民税、固定資産税等の市税）

パート収入（使用料、手数料など）

インターネット不用品売却費（財産収入）

親からの仕送り（国、県からの補助金や地方交付税など）

住宅リフォームローンの借入金（道路、公共施設を整備する国や銀行からの借入金）

預金の引き出し（基金からの繰入金）

前年からの繰越金（前年度繰越金）

金　額

１７７万円

３５万円

２万円

１８１万円

３０万円

１１万円

２３万円

４５９万円

★一般会計 （単位：百万円、％）

歳　　入

市 　 　 　 税

地 方 交 付 税

国 県 支 出 金

市 　 　 　 債

諸 　 収 　 入

繰 　 越 　 金

そ 　 の 　 他

計

決算額

１７,６７２

７,９６５

７,９０３

２,９９６

２,３６２

２,３１２

４,６８３

４５,８９３

構成比

３８.５

１７.４

１７.２

６.５

５.２

５.０

１０.２

１００.０

★特別会計 （単位：百万円）

会　計　名

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

歳入決算額 

１４,２４４

３０３

３,１８３

１７４

１１６

８,６０７

６４

９９４

歳出決算額

１３,４１７

３０２

３,０７４

１６１

１１５

８,５１２

６３

９９３

★水道事業会計 （単位：百万円）

区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入

支出

収入

支出

決算額 

２,１５１

１,９７７

５６８

１,５５５

区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入

支出

収入

支出

決算額 

８７６

８７３

１５４

３２６

★病院事業会計 （単位：百万円）

（単位：百万円、％）

歳　　出

民 　 生 　 費

総 　 務 　 費

教 　 育 　 費

公 　 債 　 費

衛 　 生 　 費

土 　 木 　 費

そ 　 の 　 他

計

決算額

１３,８７０

６,９８４

５,３８８

５,２１６

４,１９８

３,７００

４,５１０

４３,８６６

構成比

３１.６

１５.９

１２.３

１１.９

９.６

８.４

１０.３

１００.０

佐野市の財政を家計にたとえると…

費　　目

合　計

金　額

８５万円

８１万円

５２万円

４６万円

３５万円

５２万円

５５万円

２６万円

７万円

４３９万円

費　　目

食　費（人件費）

医療費（扶助費）

ローン返済費（公債費）

子供への仕送り（国民健康保険事業や病院事業への繰出金等）

自家用車の購入費（普通建設事業費など投資的経費）

公共料金・生活用品（物件費）

税金、保険料、友人への援助など（補助費、貸付金、その他）

定期預金（積立金）

家のエアコン修繕（維持補修費）

収入－支出

預金残高　基金残高

ローン残高　市債残高

２０万円

８７万円

３８９万円

　平成２３年度の一般会計決算をわかりやすく知っていただ

くため一般家庭の家計簿に置き換えてみました。

　４５９億円を４５９万円として計算しています。（１万分の１）

構成比
（%)

1.6

1.2

2.6

5.4

9.4

20.2

0.0

79.8

100.0

49.9

0.9

1.1

7.1

41.0

100.0

決  算  額
（千円）

41,499

32,556

66,336

140,132

244,073

524,596

0

2,069,243

2,593,839

1,293,663

22,000

29,449

185,200

1,063,527

2,593,839

都市計画税の使い道について

区　　分

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業

や土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業に充て

られます。

　平成２３年度決算の状況は下記のとおりです。

家族で働いた
収入２１２万円 街 路

公 園

下 水 道

そ の 他

市街地開発事業

都市計画事業費　計

土地区画整理事業費

市 債 償 還 額

都 市 計 画 税

国 ・ 県 支 出 金

負 担 金 そ の 他

市 債

一 般 財 源

合　　　計

合　　　計

平成２３年度決算

将来のことを
　見通しながら、
上手なやりくりを
心がけています。

05
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　自治体が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源

（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対象表示した一覧表です。

　地方公共団体の決算が、一会計年度の収入、支出の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今まで

に蓄えられた財産の状況や将来に負担しなければならない借入金の状況などを全体的に把握することが

できます。

　平成１８年６月に「行政改革推進法」が成立し、各地方自治体は資産や債務の実態を把握し、適切な資

産・債務管理につなげるとともに、住民への積極的な情報開示をめざした公会計改革に取り組むことと

されました。

　従来の市の決算情報は現金収支のみについて着目した「現金主義・

単式簿記」で作成されていましたが、公会計改革により民間企業のよ

うに「発生主義・複式簿記」の手法を用いることで、資産・負債等の

ストック情報を把握することができ、今まで以上に多面的な財政分析

が可能となり、今後の財政運営の指針として活用していくことができ

ます。

　本市では総務省より示された総務省方式改訂モデルに従って、財務

書類４表を作成しました。

１．公共資産

　①有形固定資産

　（土地、建物、道路、公園、車両など）

　②売却可能資産

　（行政サービスに利用していない資産で、

　  売り払い可能なもの）

２．投資等

　（出資金、貸付金、基金残高など）

３．流動資産

　（現金、財政調整のための基金など）

資産合計（借方）

150,768

146,806

3,962

12,914

7,510

171,192

１．固定負債

　（債務の返済期限が翌々年度以降のもの）

２．流動負債

　（債務の返済期限が翌年度のもの）

負債合計

純資産合計

（過去および現世代が既に負担して、

   支払が済んでいる資産）

負債および純資産合計（貸方）

43,351

5,085

48,436

122,756

171,192

貸借対照表 （単位：百万円）

市民一人当たり 資　産 １４１万円 負　債  ４０万円 純資産 １０１万円

貸借対照表 （平成２４年３月３１日現在）

一般会計及び自家用有償バス事業特別会計の合計です。

 平成２４年３月３１日（平成２３年度末）としています。

 昭和４４年度以降の決算統計の数値を基礎としています。

お知ら
せ

します
!お知ら
せ

します
!お知ら
せ

します
!

平成23年度普通会計の財務書類4表を作成しました

新地方公会計制度
           による財務書類
新地方公会計制度
           による財務書類
新地方公会計制度
           による財務書類
新地方公会計制度
           による財務書類
新地方公会計制度
           による財務書類

財務書類の作成基準

普通会計の範囲

作　成　基　準　日

作成基礎データ
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　４月１日から翌年の３月３１日までの１年間の行

政活動のうち、福祉活動やごみの収集といった資

産形成に結びつかない行政サービスに係る経費

（経常行政コスト）と、その行政サービスの対価

として得られた財源（経常収益）を対比させた財

務書類です。

　「経常行政コスト」から

「経常収益」を差し引いた

ものが、「純経常行政コス

ト」となり、市税や地方交

付税といった一般財源など

で賄わなければならないコ

ストを表します。

　貸借対照表の純資産の部の数値が、１年間でど

のように変動したかを表している計算書です。

　純資産の部は今までの世代が負担してきた部分

ですので、１年間

で今までの世代が

負担してきた部分

が増えたのか減っ

たのかがわかるこ

とになります。

　行政活動を資金の流れから見たもので、性質の

異なる３つの区分に分けて表示した財務書類です。

　「経常的収支の部」には、人件費や物件費など

の支出と税収や手数料などの収入が計上されてお

り、日常の行政活動による資金収支の状況が表示

されています。

　「公共資産整備収支の部」には、公共資産の整

備などによる支出とその財源である補助金、借入

金などの収入が計上されており、いわゆる公共事

業に伴う資金の使途と、その財源の状況が表示さ

れます。

　「投資・財務的収支の部」には、出資、貸付、

基金の積み立て、借入金の返済などによる支出と

その財源である補助金、借入金、貸付金元金の回

収などの収入が計上されており、投資活動や借入

金の返済（財務活動）による資金の出入りの状況

が表示されます。

36,945
8,195

11,037

17,042

671

1,192

35,753

経常行政コスト
１．人にかかるコスト
　（人件費、退職給与引当金など）

２．物にかかるコスト
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）

３．移転支出的なコスト
　（社会保障給付、補助金など）

４．その他のコスト
　（市債の利子など）

経常収益
（使用料、手数料、負担金など）

純経常行政コスト

行政コスト計算書 （単位：百万円）

121,918

△35,753

36,777
28,899

7,950

△72

△186

122,756

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達
　一般財源

　（市税、地方交付税など）

　補助金等受入

　（国・県補助金など）

　臨時損益

　（災害復旧費、資産売却損益など）

資産評価替・無償受入

期末純資産残高

純資産変動計算書 （単位：百万円）

2,313

9,181
30,672
39,853

△1,617
3,581
1,964

△7,850
9,639
1,789

△286

2,027

期首歳計現金残高

１．経常的収支
・人件費、物品購入、社会保障給付などによる支出

・市税、地方交付税、国県補助金などによる収入

２．公共資産整備収支
・公共資産の取得などによる支出

・国県補助金、市債発行などによる収入

３．投資・財務的収支
・市債償還、貸付金、基金積立などによる支出

・貸付金回収、公共資産売却などによる収入

当年度歳計現金増減額

期末歳計現金残高

資金収支計算書 （単位：百万円）

純資産変動計算書 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

資金収支計算書 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

行政コスト計算書 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

お知ら
せ

します
!

新地方公会計制度
           による財務書類
新地方公会計制度
           による財務書類
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　　１２月３日の「国際障害者デー」から１２月９日までの１週間を、法律で１２月３日の「国際障害者デー」から１２月９日までの１週間を、法律で

「障害者週間」と定めています。「障害者週間」と定めています。

　障がい者週間とは、市民の皆さんに広く障がいのある人について関心と理　障がい者週間とは、市民の皆さんに広く障がいのある人について関心と理

解を深めていただき、障がいのある人が社会、経済、文化などあらゆる分野解を深めていただき、障がいのある人が社会、経済、文化などあらゆる分野

の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。

「障がい」について気軽にご相談ください

身体・知的に障がいがある人に関する相談

障がい者相談支援センターみどり

佐野市小中町１８７０番地７　
☎（２４）５７５９

精神に障がいがある人に関する相談

相談支援事業所さの

佐野市堀米町３９０５番地８　
☎（２１）６８１１

○次の場所でも相談を受け付けしています。お気軽にお越しください（要予約）。
「どんぐり」内相談室　佐野市大町２７５１番地１
毎週水曜日午前１０時～正午（祝日 ･年末年始は除く）
※第１･３水曜は身体・知的、第２･４水曜は精神

「ひきこもり」についてもご相談ください

　「ひきこもり」状態から抜け出すためには、第三者の関わりが必要であるといわれています。

家族だけで抱え込まないで、その対応について一緒に考えてみませんか。ご本人からの相談も

お待ちしています。

　○市の相談窓口（受付時間　午前８時３０分～午後５時）

　　障がい関係の相談…障がい福祉課☎（２０）３０２５

　　福祉全般の相談　…社会福祉課☎（２０）３０２０

　　健康の相談　　　…健康増進課☎（２４）５７７０

　○県の相談窓口（受付時間　午前８時３０分～午後５時）

　　安足健康福祉センター健康支援課（足利市）☎０２８４（４１）５８９５

１２１２
月
３
日
か
ら
９
日
は

月
３
日
か
ら
９
日
は

　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
週
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
週
間
で
す

写真「佐野市社会福祉協議会主催　中学生夏休みふくし塾より」写真「佐野市社会福祉協議会主催　中学生夏休みふくし塾より」
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佐野市サポートファイルについて

　支援が必要なお子さんの生涯にわたるよりよいサポートを実現していくために、サポート

ファイルがあります。

　保護者が持っているお子さんの情報を記録し、まわりの人の理解や手助けを必要としたと

きに、このファイルを活用することで、

①お子さんが安心して過ごすことができるように

②保護者と支援者が、そして支援者間でも、共通理解をもとにして、一貫した支援につなげ

　ることができるように

③お子さんのお子さんらしい歩みを整理することで、お子さんの成長の記録・家族の記録と

　なることができるように

　との願いを込めて作りました。母子手帳に続くものとして、活用してみませんか？

障がい者を虐待から守りましょう！

　１０月１日から障害者虐待防止法が施行になり、障がい福祉課に障がい者虐待防止のため

の相談窓口が設置されました。

　虐待は障がい者の尊厳をおびやかし、自立や社会参加をさまたげます。虐待は絶対にあって

はならないことですが、虐待と気付かないまま起きている恐れもあります。

　虐待を防ぐためには、市民一人ひとりがこの問題を認識して、小さな兆候を見逃さないで早

期に発見することが大切です。

○虐待に気づいたら速やかに通報を

　障がい者の虐待に気づいた人には、市への通報義務があります。地域ぐるみの早めの対応や

支援が、虐待されている障がい者だけでなく、虐待している家族などがかかえる問題の解決に

もつながります。

各種手当のご案内
手当の名称 手当支給の対象となる方 月額

特別障害者手当 在宅で精神・身体に著しく障がいがあり、常

時特別の介護を必要とする方

２６, ２６０円

障害児福祉手当 １４，２８０円

在宅介護者介護手当

２０歳以上で６カ月以上寝たきりまたは療育

手帳Ａ１の交付を受けている在宅の障がい者

を常時介護している方

１２，０００円

または６，０００円

特定疾患者福祉手当
栃木県の定める特定疾患に該当し、受給者証

の交付を受けている方
３，５００円

精神障がい者福祉手

当

精神疾患で任意入院または医療保護入院中の

障がい者を保護している方

１０，０００円

または３，０００円

特別障害児手当
２０歳未満で精神・身体が中程度以上の障が

いの状態にある児童を養育している方

５０，４００円

または３３，５７０円

■問合せ・連絡先　障がい福祉課☎（２０）３０２５
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【
投
票
の
日
時
】　

平
成
24
年
12
月
16
日
（日）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

【
投
票
で
き
る
方
】　

（
本
市
で
投
票
で
き
る
方
）

　

平
成
４
年
12
月
17
日
以
前
に

生
ま
れ
、
平
成
24
年
９
月
３
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
佐
野
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

　

市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

は
、
市
役
所
へ
転
入
の
届
出
を

し
た
日
が
平
成
24
年
９
月
３
日

以
前
の
方
と
な
り
ま
す
。

（
前
の
住
所
地
で
の
投
票
と
な

る
方
）

　

平
成
24
年
９
月
４
日
以
降
、

栃
木
県
内
の
他
の
市
町
か
ら
佐

野
市
に
住
所
を
移
し
転
入
の
届

出
を
し
た
方
は
、
佐
野
市
で
投

選挙公報・審査広報
‐候補者などの政見や主張をよく聞いて投票しましょう‐
　選挙公報・審査広報は１２月１３日（木）までに新聞折り込みにより

配布します。

　新聞を取られていない方は、南仮庁舎、東仮庁舎、田沼庁舎、葛生

あくと保健センター、各地区公民館などに置いてありますので、お受

け取りください。

１２
月
１６
日
（日）
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す

国
政
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
結
ぶ
大
切
な
一
票
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
☎
（２０）
３
０
３
４

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
小

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
と
が
あ
り

ま
す
。

　

議
員
の
任
期
は
４
年
で
、
今

回
の
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区

選
出
議
員
が
３
０
０
人
、
比
例

選
出
議
員
選
挙
で
１
８
０
人
が

選
出
さ
れ
、
佐
野
市
が
該
当
す

る
選
挙
区
で
は
、
栃
木
県
第
５

区
（
小
選
挙
区
）
で
１
人
、
北

関

東

選

挙

区
（
比
例
区
）

で
20
人
が
選

出

さ

れ

ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
選
挙
と
同
時
に
、

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命

に
関
す
る
国
民
審
査
も
同
時
に

行
わ
れ
ま
す
。

選挙名 投票用紙の色 投票の方法

衆議院小選挙区
選出議員選挙

オレンジ 候補者の氏名を自書して投票

衆議院比例代表
選出議員選挙

あさぎ（水）色
政党等の名称（略称）を自書して
投票

最高裁判所裁判官

国民審査
白色

やめさせたいと思う裁判官に

「×」を書いて投票

票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
前
の
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
】　

　

投
票
所
入
場
券
（
圧
着
式
は

が
き
１
枚
に
有
権
者
４
人
分
を

記
載
）
は
、
12
月
４
日
に
郵
送

し
ま
す
。

　

入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、

投
票
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
自
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
時
や
届

か
な
か
っ
た
時
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま

す
。
投
票
所

係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ

い
。

【投票用紙・方法】　
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委
員
会
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
施
設
の
職
員
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど

の
あ
る
方
の
投
票
】

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど

が
あ
り
、
投
票
所
へ
行
っ
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に

は
、
郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
、
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
申
請
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
交
付
を
受
け
て
い
る

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
期
限
が

切
れ
て
い
る
方
も
、
新
た
な
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
用

紙
な
ど
の
請
求
期
限
は
、
12
月

12
日
（水）
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

開票は次のとおり行います。
開票状況をご覧になりたい方は、当日、開票所受付にお申し出ください。

▲

日時　１２月１６日（日） 午後９時１５分開始予定　　

▲

場所　市民体育館（赤見町２１３０番地２）

　※中間推計投票率（午前９時以降）や開票状況（午後１０時以降）を市ホームページに掲載します

　（ＰＣ）　http://www.city.sano.lg.jp

　（携帯）　http://www.city.sano.lg.jp/mobile/senkyo/sokuhou.html

期間 時間 場所

１２月５日（水）

　～１５日（土）
午前８時３０分

　～午後８時

・東仮庁舎（議会棟１階）

・田沼庁舎（本館１階会議室）

・葛生あくと保健センター

　（エントランスホール）

１２月１０日（月）

　 ～１５日（土）

午前８時３０分

　～午後５時
赤見支所

（期日前投票または不在者投票ができる期間・場所など）

（東仮庁舎の位置図）浅沼町７９８番地

勤労者会館

文化会館

事
務
棟

来
庁
者
駐
車
場

議
会
棟

期
日
前
投
票
所

文化会館
駐車場

議場

期日前投票所は
議会棟になります

↓佐野警察署

駐
車
場

※最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は
　１２月９日（日）～１５日（土）までになります
　（時間・場所は同じです）

（注）スマートフォンをお持ちの方は、
ＰＣサイトをご覧ください

【
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
な
ど
の
都
合

に
よ
り
、
投
票
所
へ
行
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
投
票
制
度
の
例
外
と
し
て
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
受
付
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す

（
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
が
で
き
る
方
）

※
投
票
日
当
日
、
次
の
い
ず
れ

か
の
事
由
に
該
当
す
る
方
で
す

○
職
務
ま
た
は
業
務
な
ど
に
従

事
す
る　
　
　

○
用
務
や
事
故
の
た
め
、
投
票

区
の
区
域
外
に
旅
行
ま
た
は
滞

在
す
る

○
病
気
や
出
産
の
た
め
、
入
院

が
予
定
さ
れ
て
い
る　

【
遠
隔
地
に
滞
在
さ
れ
て
い
る

方
の
投
票
】　
　

　

遠
隔
地
に
長
期
間
滞
在
さ
れ

佐
野
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
指
定
病
院
な
ど
で
の
投
票
】

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設

と
し
て
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
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あなたの防犯対策は万全ですか？チェックしましょう！
　市内では、犯罪の総数は減少傾向にありますが、今年に入り自動車盗が倍増しているほか、わいせつ事
案やひったくりも発生しています。犯罪から自分、家族、地域を守るための対策は万全でしょうか？もう
一度、チェックをしてみましょう。

■問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６

○あなたの防犯意識は？

質問 チェック欄 説明

近所でどんな犯罪がおきているか知っていますか？
□はい
□いいえ 　泥棒が犯行をあきらめた理由で最も多い

のは「声をかけられた」ことだったことが
わかっています。普段からの近所づきあい
が地域ぐるみの防犯につながります。
　また、子どもたちを犯罪から守るために
は、子どもたち自身の防犯に対する意識付
けが大切です。通学路や近所の危険箇所に
ついてご家族で話し合うとともに、子ども
１１０番の家などの避難場所の確認もして
おきましょう。　

普段から、家族やご近所の人と防犯について話しをし
ていますか？

□はい
□いいえ

普段見ない人を見かけた時に「こんにちは」などと地
域ぐるみで声かけをしていますか？

□はい
□いいえ

家にいるときでも、鍵をかけていますか？
□はい
□いいえ

ゴミ出しなど、ちょっと家を空ける時でも鍵をかけて
いますか？

□はい
□いいえ

来訪者があったときは、不用意にドアを開けず、相手
を確認してからドアを開けていますか？

□はい
□いいえ

○あなたの家は？

質問 チェック欄 説明
玄関など泥棒が侵入可能な場所は、周囲からの見通し
が確保されていますか？

□はい
□いいえ 　空き巣などの泥棒は、下見をする場合がほ

とんどで、侵入する家が留守かどうか、侵入
する玄関や窓が、塀や植栽などで外から見通
しの悪い死角になっているか下見します。外
からの見通しが良く、泥棒に入りにくい家だ
と思わせることが重要です。また、泥棒は侵
入までに５分を超えると、約７割があきらめ
るという調査結果があります。補助錠のほか、
防犯フィルムやアラームセンサーなどの防犯
設備を取り付けましょう。　　　

長期留守にするときには新聞をとめるなど、留守と悟
られないようにしていますか？

□はい
□いいえ

家の周囲に、侵入の足場になるような物を置いたまま
にしていませんか？

□はい
□いいえ

玄関や窓に補助錠をつけていますか？
□はい
□いいえ

鍵を郵便受けなどに保管していませんか？
□はい
□いいえ

留守の時、家の様子に注意をしてくれるご近所の方は
いますか？

□はい
□いいえ

○あなたの車は？

質問 チェック欄 説明

車から離れるときは、必ず鍵をかけていますか？
□はい
□いいえ 　最近は完全施錠であっても盗難被害に遭

う自動車ですが、それでも３割は無施錠に
よる被害です。必ず鍵をかけましょう。ま
た、車庫を明るく見通しの良い状態にし、
門扉やシャッターで物理的に盗めない状態
にしておくことが大切です。

車庫にはシャッターやサーチライトなどが設置されて
いますか？

□はい
□いいえ

ハンドルロック、イモビライザー、警報アラームなど
盗難防止対策をしていますか？

□はい
□いいえ

車の中に、貴重品やバッグなどを置きっぱなしにして
いませんか？

□はい
□いいえ

○あなたの外出時は？

質問 チェック欄 説明

暗がりや人気のない道は避けるようにしていますか？
□はい
□いいえ 　特に女性や子どもに対する犯罪は、一人

の時を狙っています。わいせつ事案やひっ
たくりの被害に遭わないように、常に周囲
に注意を払うことが重要です。携帯電話に
夢中になっていたり、音楽プレイヤーをイ
ヤホンで聴きながらでは、周囲の異変に気
づきません。

バッグなどは車道と反対側に持つようにして歩いてい
ますか？

□はい
□いいえ

自転車の前かごに防犯ネットをつけていますか？
□はい
□いいえ

銀行の帰りなど、多額の現金を持ち歩く時は、周囲に
注意していますか？

□はい
□いいえ

帰宅時、付近に不審者がいないか確認し、家に入った
ら直ぐに鍵をかけていますか？

□はい
□いいえ

いかがでしたか？「はい」の欄に多くチェックがついていますか？「いいえ」の欄が多い人はできること
から積極的に取り組みましょう。
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「佐野市歯及び口腔の健康づくり推進条例（案）」に対するパブリック・コメント

▲

募集期間　１２月３日（月）～平成２５年１月８日（火）（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、健康増進課（佐野市保健センター）、

　　　　　　田沼行政センター、葛生行政センター

▲

提出方法　閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に、必要事項を記入のうえ、直接、郵送、

　　　　　　ファックス、または電子メールで、健康増進課へ　

　　　　　　〒３２７－０００３　佐野市大橋町２０４２番地

　　　　　　ＦＡＸ（２４）５７０１　　shokensenta@city.sano.lg.jp

■問合せ　　健康増進課☎（２４）５７７０

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

次
の
４
件
の
条
例
案
・
計
画
案
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ご
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
べ
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
で
電
話
に
よ
る
意
見
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

資
料
の
閲
覧
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
期
間
中
、
常
時
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

「第２期佐野市地域公共交通総合連携計画（案）」に対するパブリック・コメント

▲

募集期間　１２月１０日(月）～平成２５年１月１５日(火)（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、交通生活課（田沼庁舎本館１階）、

　　　　　　田沼行政センター、葛生行政センター

▲

提出方法　閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に、必要事項を記入のうえ、直接、郵送、

　　　　　　ファックス、または電子メールで、交通生活課へ

　　　　　　〒３２７－０３９８　佐野市田沼町９７４番地１

　　　　　　ＦＡＸ（６２）５５１５　　koutuseikatsu@city.sano.lg.jp

■問合せ　　交通生活課☎（６１）１１５９

「佐野市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る

基準に関する条例（案）」などに対するパブリック・コメント

▲

募集期間　１２月３日（月）～平成２５年１月８日（火）（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、介護保険課（同棟１階）、

　　　　　　田沼行政センター、葛生行政センター　

▲

公表する資料　佐野市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

　及び運営に係る基準に関する条例（案）・佐野市介護保険法に基づく指定地域密着型介護

　予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

　る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例（案）・佐野市介護保険

　法に基づく指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に係る入所定員等に関する条例（案）

▲

提出方法　閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に、必要事項を記入のうえ、直接、郵送、

　　　　　　ファックス、または電子メールで、介護保険課へ

　　　　　　〒３２７－０８３１　佐野市浅沼町７９８番地

　　　　　　ＦＡＸ（２１）３２５４　　kaigo@city.sano.lg.jp

■問合せ　　介護保険課☎（２０）３０２２

「佐野市工場立地法準則条例（案）」に対するパブリック・コメント

▲

募集期間　１２月３日（月）～平成２５年１月８日（火）（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口(東仮庁舎事務棟１階)、商工課(田沼庁舎本館２階)、

　　　　　　田沼行政センター、葛生行政センター

▲
提出方法　閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に、必要事項を記入のうえ、直接、郵送、

　　　　　　ファックス、または電子メールで、商工課へ

　　　　　　〒３２７－０３９８　佐野市田沼町９７４番地１　

　　　　　　ＦＡＸ（６２）８９２９　　syoukou@city.sano.lg.jp

■問合せ　商工課☎（６１）１１９２

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
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ストップ！滞納　第６回 ■問合せ　収納課☎（２０）３０１０

　催告書が届きましたら、すぐにご確認ください。

　郵便事情、その他の事情により催告書が届かない場合でも、滞

納がある方はお早めにご納付ください。

　 なお、既に納税相談をされた方へも送付されますので、 ご了承

ください。

　納付は納期限内にお願いします。
なお、納税相談は、納期内か差し押さえ処分前に、お早めにお越
しください。

許しません、税の悪質滞納！
１２月は、滞納している方へ催告書を送付します。

８
月
に
お
送
り
し
た
催
告
書
（
見
本
）
で
す
。

届
い
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【募集住宅】※家賃は、入居される世帯の収入により決定します

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃 募集戸数 備考

高萩 平成元年 4階建 3DK 19,500 ～ 38,300 円 1戸

堀米 昭和 60年 4階建 3DK 18,800 ～ 37,000 円 1戸

米山

平成 6年 7階建 2DK 18,000 ～ 35,300 円 1戸 単身申込可能・エレベーター有

平成 11年 7階建 3DK 25,200 ～ 49,600 円 1戸 エレベーター有

平成13年 7階建 3DK 25,300 ～ 49,700 円 1戸 エレベーター有

奈良渕 昭和52～54年 4階建 3DK 11,700 ～ 26,300 円 2戸 風呂釜、浴槽なし

米山南 昭和56～57年 4階建 3DK 14,900 ～ 29,700 円 2戸

下田沼 平成13年 4階建 3LDK 25,500 ～ 50,100 円 1戸 4人以上の世帯に限る

西原 平成12年 平屋 2DK 12,800 ～ 25,200 円 1戸 単身申込可能

駅南ハイツ 昭和63年 5階建 3DK 35,000 円 1戸 再開発住宅
▲

申込　１２月１０日（月）～２１日（金）までの間に、直接、建築住宅課（田沼庁舎新館１階）へ
　応募が募集戸数を超えた場合は、公開抽選により入居者を決定します。
※入居の際には連帯保証人が２人必要となります
（二次募集）募集戸数に満たない住宅があった場合は、二次募集を行い、随時入居者を決定します。

市営住宅・駅南ハイツの入居者募集　
　申込資格や添付書類については、「募集のご案内」を必ずご確認のうえお申し込みください。

　「募集のご案内」は、建築住宅課（田沼庁舎）、佐野・葛生の各総合窓口課で１２月３日（月）から配布します。

【車いす対応住宅】　※申し込みは身体障害者手帳の交付を受け、常時車いすを使用する方いる世帯に限ります

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃 募集戸数

米山 平成 6年 耐火 7階建 2DK 18,000 ～ 38,300 円 1戸

車いすで常時生活する方が、日常生活を快適に営めるよう、住宅の設計において配
慮した住宅です。
・ 玄関扉や浴室扉を引戸にするなど、車いすの方の出入りがしやすいようになって
います 
・ 玄関、トイレや浴室には手すりを設置し、動きやすくなっています 
・ 和室は車いすから移動に便利なように、洋室から４０cmほど高くしてあります ▲

申込　随時受け付けしています。直接、建築住宅課へお申し込みください

（間取り）

■問合せ　建築住宅課☎（６１）１１６６
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第
８
回
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
声
援
と
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
９
日
（日）
雨
天
決
行　

　

（
開
会
式
）
午
前
９
時
〜

　

（
ス
タ
ー
ト
）
午
前
10
時
〜

　

当
日
、
会
場
周
辺
の
一
部
が
午
前
９
時
50
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
の
で
、
迂
回
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

（２６）
０
０
６
５

赤見中

戸奈良小

山形小

ゴールド
佐野カントリークラブ

皐月ゴルフクラブ

常盤中

野上小

太平洋アソシエイツ
佐野

ヒルクレストコース

常盤小

古越路トンネル

市役所
田沼庁舎

田沼グリーン
スポーツ
センター

加賀
フィッシングエリア

第３関門
山形小前

第１関門
船越橋東

第２関門
グリーンスポーツ入口

35㎞

10㎞ 30㎞

20㎞

25㎞

15㎞

40㎞

35㎞

佐野市運動公園

三好小

2㎞の部
折返し

5㎞の部

フルマラソンの部
給水所は約5㎞ごとに設置されています。

2㎞の部

START & FINISH

START & FINISH

※昨年度のコースから変更となりました。

佐野市運動公園

大
会
会
場
周
辺
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
図
参
照
）
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
選
手
右
折
部
分（
山
形
小
南
お
よ
び
東
、野
上
小
南
、常
盤
交
差
点
な
ど
）は
特
に
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す

赤見運動公園
プ
ー
ル

運動公園南

至 田沼至 足利

佐野市道
16号線

国道 293号

あかみ幼稚園
●

消防署
西分署
●

佐野松陽松桜高
●

佐野
日大高
●

赤見中
●

N

通
行
止
め
区
間

出流原町

通行規制区間

　

平
成
25
年
１
月
１
日
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
に
お
い
て

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
が
運
用
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
佐
野
地
区
広
域
消
防
組
合
で
は
、
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
の
１
１
９
番
に
お
い
て
通
報
者
の
発
信
場
所
が
指
令
台
の
電
子
地
図

に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
に
お
い
て
も
通
報
者
の

発
信
場
所
を
取
得
し
、
指
令
台
の
電
子
地
図
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

発
信
場
所
が
迅
速
に
特
定
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
・
救
急
出
動

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　ＮＴＴ・ＩＰ電話、携帯電話からの１１９番は、地図に表

示される通報者の発信場所に誤りがある場合があります。

　特に、携帯電話からは、電波の状況、機種の性能により誤

差が数メートルから１０キロメートル以上となる場合があり

ます。

　このため、最終的にはこれまでどおり、住所や目標物を確

認しますので、ご協力お願いします。

１
１
９
番
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す

■問合せ　佐野地区広域消防組合消防本部 
　　　　　通信指令課☎（２２）４４３３

携帯電話

固定電話
ＩＰ電話など

１
１
９
番
通
報

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

⇒

電話番号
位置情報

電話番号
契約者情報

消防本部

１１９番通報だ！
位置が分かった。出動！！
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履
歴
書
と
写
真
（
履
歴
書
と
同
じ

も
の
）
１
枚
を
持
参
し
、
直
接
、

保
育
課
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
３
８

納
税
通
知
書
用
封
筒
の
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
枠
数
・
広
告
掲
載
料

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
用

封
筒
（
５
万
９
０
０
０
通
作
成
）

…
２
枠
（
１
枠
８
万
円
）

②
軽
自
動
車
税
用
封
筒
（
４
万
７

０
０
０
通
作
成
）
…
２
枠
（
１
枠

６
万
円
）

③
市
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
税
用
封
筒
（
５
万
６
０
０
０
通

作
成
）
…
２
枠
（
１
枠
８
万
円
）

※
作
成
通
数
は
予
定
数
で
す
。
ま

た
、
実
際
の
発
送
通
数
と
は
、
異

な
り
ま
す

▼
広
告
内
容　

封
筒
の
裏
面
で
１

枠
縦
60
ミ
リ
×
横
90
ミ
リ
・
１
色
刷

※
原
稿
の
内
容
・
規
制
業
種
ま
た

は
事
業
者
は
佐
野
市
広
告
掲
載
基

準
に
よ
る（
原
稿
は
電
子
デ
ー
タ
で
）

▼
申
込　

12
月
３
日
（月）
〜
25
日
（火）

の
間
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
、
市
民
税
課
へ

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
０
７

■
問
合
せ　

栃
木
県
安
足
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
４
（４１）

５
８
９
５

保
健
セ
ン
タ
ー
で
働
く
臨
時

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

▼
資
格　

保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
方

▼
定
員　

平
成
25
年
２
月
25
日
か

ら
１
人
、
４
月
８
日
か
ら
１
人

▼
勤
務
内
容　

母
子
保
健
事
業
ほ

か
。
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

の
勤
務
。
日
額
８
７
０
０
円

▼
申
込　

12
月
３
日
（月）
〜
平
成
25

年
１
月
25
日
（金）
ま
で
に
、
履
歴
書

と
保
健
師
免
許
証
を
持
参
し
、
直

接
、
健
康
増
進
課
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２４）
５
７
７
０

公
立
保
育
園
の
保
育
士
を

若
干
名
募
集
し
ま
す

▼
資
格　

保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
方

▼
勤
務
内
容　

平
成
25
年
４
月
か

ら
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
時
差
出
勤
あ
り
）
の
勤
務
。
日

額
８
７
０
０
円

▼
申
込　

12
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

16

健
康
福
祉

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
は
３
回
ま
で
が
定
期
接
種
で
し

た
が
、
追
加
接
種
（
４
回
目
）
も

定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

追
加
接
種
と
は
、
３
回
目
の
接

種
よ
り
１
年
か
ら
１
年
半
後
に
受

け
る
予
防
接
種
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
指
定
医
療
機
関
で

受
け
る
際
に
は
、
公
費
負
担
と
な

り
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
（２４）

５
７
７
０

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
医
療
相
談

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の

専
門
医
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
（
予
約
制
・
無
料
）。
そ
れ

ぞ
れ
会
場
は
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
宇
都

宮
市
）
で
す
。

【
免
疫
系
疾
患
】

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
22
日

（火）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
消
化
器
系
疾
患
】

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
30
日

（水）
午
後
１
時
〜
４
時

■
申
込　

電
話
で
、
同
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３
へ

精
神
障
が
い
を
持
つ
方
の
た

め
の
相
談
会
（
予
約
制
）

　

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
12
日
・
26
日
、

平
成
25
年
１
月
９
日
・
23
日
、

２
月
13
日
・
27
日
（
毎
月
第
２
、

４
水
曜
日
）

▼
会
場　

佐
野
精
神
保
健
福
祉

会
（
堀
米
町
）

■
申
込　

電
話
で
、
同
福
祉
会

☎
（２４）
９
８
８
０
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

▼
日
時　

12
月
18
日
（火）
午
後
２
時

〜▼
会
場　

道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た

ぬ
ま
・
ど
ま
ん
な
か
ホ
ー
ル

▼
内
容　

①
講
演
…
「
生
き
た
い
力
を
支
え

る
」
島
田
絵
加
さ
ん
（
自
死
・
自

殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
）

②
出
展
…
地
域
の
相
談
支
援
機

関
・
精
神
障
が
い
者
に
よ
る
作
品

展
示
・
相
談
窓
口
紹
介
な
ど

▼
定
員　

先
着
１
５
０
人
（
無
料
）

※
当
日
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い

募

集

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ ム

水

あおぞらあおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみやまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎせせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０佐野市犬伏下町１７６５１☎２４５１２０

佐野犬伏
デイサービスセンター

佐野犬伏
デイサービスセンター

おもててなししの心心で ししえしますますしのしのししししししししおもてなて 心ででお えええも 心 迎迎の心 おなお えなしお おおおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえしますますますおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえしますますますてなてなてなてなてなてななななてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおてなてなてなてななななななてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのししの心心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で
いいいいわせくいいいいいいいいいいいい                       おおおお                             気 におにお わわわわわわわわお気 にお いい合わ合 せくくくださださいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいいいいいいいいいい合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくださださださださだだだだだだだいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくだだだだだだだだだだだおおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおおおおおおおおおおおおお いおお問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問問い問い問い問い問い問い いいいいいいいい
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楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム

実
技
指
導
講
習
会　

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
15
日

〜
２
月
19
日
の
各
火
曜
日
（
全

６
回
）
午
後
７
時
〜
９
時
30
分

▼
会
場 

佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師 

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
公
認
レ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
ほ
か

▼
定
員 

30
人
程
度

▼
費
用 

１
５
０
０
円
（
全
回
分
）

■
申
込 

12
月
25
日
（火）
ま
で
に
、

電
話
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
（２６）

０
０
６
５
へ

文
化
講
演
会
「
天
明
鋳
物
の
歴

史
と
伝
統
技
術
」

▼
日
時　

12
月
15
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜

▼
会
場　

郷
土
博
物
館

▼
講
師　

若
林
洋
一
さ
ん
（
天
命

鋳
物
伝
承
保
存
会
代
表
）

▼
定
員　

先
着
80
人
（
無
料
）

■
申
込　

電
話
で
、
同
館
☎
（２２）

５
１
１
１
へ

つ
な
が
る
希
望
、
ひ
ら
け
る

未
来　

陸
上
自
衛
隊
の
高
等

工
科
学
校
生
徒
を
募
集

▼
試
験
日
・
会
場　

平
成
25
年
１

月
19
日
（土）
・
足
利
市
民
プ
ラ
ザ

17

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

▼
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）

▼
科
目　

筆
記
試
験
・
作
文

▼
採
用
予
定
数

約
２
６
０
人

▼
申
込　

１
月
７
日
（月）
必
着

※
書
類
請
求
な
ど
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

自
衛
隊
栃
木
地
方

協
力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４
（７３）
０
２
３
０

佐
野
の
風
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ　

出
演
者
募
集

▼
日
時　

平
成
25
年
３
月
３
日
（日）

午
後
１
時
開
演
予
定

▼
会
場　

葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

市
内
出
身
、
市
内
や
市

の
近
郊
で
活
動
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
家
ま
た
は
演
奏
団
体
（
ア
マ
、

プ
ロ
問
わ
ず
）

▼
定
員　

８
団
体
前
後(

書
類
・

テ
ー
プ
審
査
を
行
い
ま
す
）

▼
費
用　

無
料
（
チ
ケ
ッ
ト
の
ノ

ル
マ
無
し
）

▼
申
込　

12
月
８
日
（土）
〜
22
日
（土）

の
間
に
、
同
プ
ラ
ザ
や
文
化
会
館

に
備
え
付
け
の
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
・

同
館
へ

■
問
合
せ　

同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

家
庭
教
育
推
進
講
座

講
演
会

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
17
日
（木）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師　

池
節
子
さ
ん
（
栃
木
県

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

連
合
会
顧
問
）

▼
演
題　

『
子
ど
も
を
た
く
ま
し

く
、
や
さ
し
く
育
て
る
た
め
に
』

■
申
込　

電
話
で
、
生
涯
学
習

課
☎
（６１）
１
１
７
４
へ

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
要
予
約
）

家
族
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

「
和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時　

12
月
22
日
（土）
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
ま
で

▼
会
場　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

先
着
10
家
族
30
人（
無
料
）

▼
演
奏
楽
器　

篠
笛
や
琴
、
ギ

タ
ー
や
リ
コ
ー
ダ
ー
な
ど

■
申
込　

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ね
っ
と
☎
（２０）
５
１
６
６
へ

第
３
回
佐
野
市
児
童
・
生
徒

写
生
大
会
作
品
展
（
無
料
）　

▼
日
時　

12
月
18
日
（火）
〜
23
日

（祝）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場　

ま
ち
な
か
活
性
化
ビ

ル
「
佐
野
未
来
館
」
２
階
佐
野

市
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
（６１）

１
１
６
４

国
民
年
金
の
保
険
料
は「
社

会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど

で
控
除
と
し
て
申
告
さ
れ
る
際

は
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
を

証
明
す
る
書
類
（
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明

書
、
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

■
問
合
せ　

控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ

ヤ

ル
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）

１
１
７

催

物

し

お
知
ら
せ
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満
了
す
る
方
は
お
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課
☎
（２０）
３
０
１
６

田
沼
総
合
窓
口
課
☎
（６１）
１
１
２
４

葛
生
総
合
窓
口
課
☎
（８６）
４
７
１
３

法
務
局
か
ら
の
ご
案
内

　

10
月
１
日
か
ら
、
佐
野
市
役
所

東
仮
庁
舎
事
務
棟
１
階
内
の
証
明

書
交
付
窓
口
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

交
付
申
請
し
た
各
種
証
明
書
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
利
用
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
取
扱
事
務　

登
記
事
項
証
明

書
、
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書

の
交
付

※
地
図
（
公
図
）・
各
種
図
面
に
関

す
る
証
明
書
、
相
談
業
務
な
ど
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

取
り
扱
い
で
き
る
事
務
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

宇
都
宮
地
方
法
務
局

足
利
支
局
☎
０
２
８
４
（４２）
８
１
０
１

18

市
へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方

を
紹
介
し
ま
す

【
平
成
24
年
４
月
〜
９
月
】（
氏
名
・

寄
付
名
称
・
受
け
入
れ
課
順
）

（
寄
付
金
の
ご
寄
付
）

●
イ
シ
カ
ワ
オ
ー
ト
㈲
様
・
佐
野

市
社
会
福
祉
事
業
基
金
寄
付
金

（
社
会
福
祉
課
）

（
物
品
の
ご
寄
付
）

●
佐
野
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
様
・

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
一
組
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）

●
石
睦
会
様
・
通
学
帽

●
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
・
図
書
書

架（
以
上
２
件
、
教
育
総
務
課
）

　

多
大
な
る
ご
寄
付
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

受
け
入
れ
の
各
課

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
（２６）
０
０
６
５

教
育
総
務
課
☎
（６１）
１
１
７
１

「
水
と
緑
と
万
葉
の
ま
ち
づ

く
り
基
金
」
に
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
方
を
紹
介
し
ま
す

【
平
成
24
年
７
月
〜
９
月
】

（
お
名
前
・
指
定
事
業
名
順
）

●
仲
山
章
様
（
埼
玉
県
草
加
市
）　

そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

●
亀
山
雅
之
様
（
滋
賀
県
大
津
市
）

観
光
の
振
興
を
図
る
事
業　

●
匿
名
希
望
の
方
・
３
名

自
然
環
境
と
の
共
生
を
図
る
事
業
・

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
の

ま
る
の
活
動
に
関
す
る
事
業

　

多
大
な
る
ご
寄
付
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎
（２０）
３

０
０
０

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？

　

市
区
町
村
が
交
付
す
る
ＩＣ

カ
ー
ド
で
す
。
写
真
付
き
の
カ
ー

ド
な
ら
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
と
同
様
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
、
確
定
申
告
の
電
子
申
告
な

ど
の
行
政
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　

便
利
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
ぜ
ひ
お
つ
く
り
く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

国
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
）
な
ど
の
電
子
申
請
で
利

用
す
る
電
子
証
明
書
は
、
発
行

（
更
新
）
の
手
続
き
か
ら
３
年
間

で
失
効
し
ま
す
。

　

失
効
す
る
と
電
子
申
請
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
が

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
の

ご
紹
介

　

12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
が

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
加
藤
茂
さ
ん
（
堀
米
町
／
朱
雀

中
）

・
齋
藤
禎
子
さ
ん
（
松
井
町
２
）

■
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３

０
２
０

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
改
修

工
事

　

平
成
25
年
１
月
16
日
（水）
〜
３
月

19
日
（火）
ま
で
、
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
は
改
修
工
事
の
た
め
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

田
之
入
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

お
風
呂
を
休
止
し
ま
す

　

お
風
呂
は
改
修
が
必
要
な
状
態

に
あ
り
、
12
月
１
日
か
ら
当
分
の

間
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
そ
れ
以
外
の
施
設
は
通

常
ど
お
り
営
業
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ　

田
之
入
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
（２２）
３
９
９
１
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労
働
災
害
防
止
措
置
と
労
働
者
に

対
す
る
安
全
教
育
を
徹
底
す
る
こ

と
に
よ
り
災
害
の
未
然
防
止
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

栃
木
労
働
局
☎
０
２

８（
６
３
４
）９
１
１
７

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

巡
回
相
談
会

【
佐
野
会
場
】

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
８
日
（火）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

■
申
込　

１
月
４
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
同
館
☎
（２１）
１
８
３
０
へ

【
足
利
会
場
】

▼
日
時　

12
月
27
日
（木）
午
後
１

時
〜
４
時　

▼
会
場　

栃
木
県
足
利
庁
舎

※
同
日
午
前
に
は
就
職
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

■
申
込　

12
月
25
日
（火）
ま
で
に
、

電
話
で
、
栃
木
県
足
利
労
政
事
務

所
☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
へ

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

無
料
相
談　

▼
日
時　

平
成
25
年
１
月
９
日
（水）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
会
場　

足
利
労
政
事
務
所

▼
対
象　

労
働
者
お
よ
び
使
用

入
札
希
望
者
は
申
請
が
必
要

で
す

　

平
成
25
・
26
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
・
業
務
委
託
・
物

品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
の
方
（
市
と
取
引
き

を
希
望
す
る
方
）
は
、
次
の
と
お

り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
現
在
申
請
し
て
あ
る
業

者
の
方
も
、
今
後
、
入
札
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。

○
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
入
札
希
望
者

▼
参
加
資
格　

直
前
２
年
間
の
各

営
業
年
度
中
に
完
成
工
事
高
ま
た

は
業
務
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

▼
提
出
書
類　

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
な
ど

▼
申
請
期
間

〔
市
内
・
準
市
内
業
者
〕
平
成
25

年
１
月
15
日
（火）
あ
行
、
16
日
（水）
か

行
〜
「
さ
」、
17
日
（木）
「
し
」
〜

た
行
、
18
日
（金）
な
行
〜
わ
行
の
業

者※
申
請
書
を
市
役
所
南
仮
庁
舎
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い

〔
市
外
業
者
〕
１
月
15
日
（火）
〜

30
日
（水）
（
必
着
）
ま
で
に
、
申

請
書
を
郵
便
で
、
契
約
検
査
課

者
、
求
職
者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
不
調
な
ど
の
理
由
で
既
に
退
職

し
て
い
る
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
不
調
を
抱
え
る
方
の
親
族
・
同

僚
・
上
司
な
ど

■
申
込　

１
月
４
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
同
事
務
所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１
へ

佐
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
２
０
１
２
の
有
効
期
限

　

商
品
券
の
有
効
期
限
は
平
成
24

年
12
月
31
日
（月）
ま
で
で
す
。
お
手

持
ち
の
商
品
券
は
、
お
早
め
に
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

佐
野
商
工
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査　

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
24
年

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象

事
業
所
に
お
伺
い
し
、
従
業
者
数

４
人
以
上
の
事
業
所
に
対
し
て

は
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎
（２０）
３

０
０
１

（
〒
３
２
７
‐
０
０
２
４
佐
野
市

亀
井
町
２
６
５
８
‐
１
）
へ

○
物
品
納
入
、
業
務
委
託
な
ど
の

入
札
希
望
者
（
市
と
取
引
き
を
希

望
す
る
方
）

▼
参
加
資
格　

直
前
２
年
間
の
各

営
業
年
度
中
に
売
上
実
績
が
あ
る

こ
と
な
ど

▼
提
出
書
類　

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
な
ど

▼
申
請
期
間　

〔
市
内
業
者
〕
１
月
15
日
（火）
あ
行

〜
「
か
」、16
日
（水）
「
き
」
〜
「
し
」、

17
日
（木）
「
す
」
〜
な
行
、
18
日
（金）

は
行
〜
わ
行
の
業
者

※
申
請
書
を
市
役
所
南
仮
庁
舎
に

ご
持
参
く
だ
さ
い

〔
市
外
業
者
〕
１
月
15
日
（火）
〜
30

日
（水）
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
請
書

を
、
郵
便
で
契
約
検
査
課
へ

※
申
請
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sano.

lg.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
７

緊
急
無
災
害
運
動
実
施
中

　

栃
木
県
内
の
労
働
災
害
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
・
労
働
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
作
業
方
法
に
応
じ
た
適
切
な

19

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

相談は無料、匿名ＯＫ、秘密は厳守します

佐野地区労働組合会議　わたらせユニオン

TEL.0283-22-2633
平日 午前１１時～午後４時まで受付します

解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解解解解解解解解雇雇雇雇雇雇雇ななななななななどどどどどどどど職職職職職職職職場場場場場場場場のののののののの困困困困困困困困りりりりりりりりごごごごごごごごとととととととと
電電電電電電電電話話話話話話話話でででででででで相相相相相相相相談談談談談談談談にににににににに応応応応応応応応じじじじじじじじまままままままますすすすすすすす
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます

す （日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

建物総合管理・フードサービス事業

株式会社　旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

ご予約・お問い合わせは

レイクサイド佐野予約受付まで
（8：30～17：15）

市民優先予約　12月3日より
4月分の受付開始！

12/2（日）～12/15（土）
1/20（日）～ 3/15（金）

上記期間中、送迎バスを毎日運行します。
ますます便利に冬の日光を満喫♪

今年も冬期バスを運行します！
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中
小
企
業
季
節
資
金
（
年
末

資
金
）
融
資
の
お
知
ら
せ

　

栃
木
県
で
は
、
中
小
企
業
者
の

方
を
対
象
に
年
末
の
運
転
資
金
の

融
資
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
で
１
年
以
上
事
業

所
を
有
し
、
営
業
を
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
・
事
業
協
同
組
合
の
方

▼
資
金
の
使
途　

商
品
仕
入
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の
季
節

的
な
運
転
資
金

▼
融
資
額　

企
業
１
千
万
円
以

内
、
団
体
１
億
円
以
内

▼
融
資
比
率　

年
2.0
％
以
内

▼
融
資
期
間　

平
成
25
年
３
月
29

日
ま
で

▼
申
込　

12
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

直
接
、
県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀

行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
の
県

内
営
業
店
へ

■
問
合
せ　

栃
木
県
経
営
支
援
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

ま
た
は
取
扱
い
各
金
融
機
関
へ

県
南
産
業
技
術
専
門
校

施
設
内
訓
練
の
開
催

▼
期
間　

平
成
25
年
１
月
８
日
（火）

〜
６
月
21
日
（金）
（
６
カ
月
間
）

▼
定
員　

機
械
加
工
科
・
板
金
溶

接
科
各
５
人

▼
費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
実
費
負
担
あ
り
）

▼
申
込　

12
月
14
日
（金）
〜
19
日
（水）

の
間
に
、
直
接
、
同
校
へ

※
選
考
日
は
12
月
25
日
（火）
で
す

■
問
合
せ　

県
南
産
業
技
術
専
門

校
☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

で
の
技
能
講
習
会

西
浦
・
黒
袴
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
の
縦
覧

▼
縦
覧
期
間　

12
月
８
日
（土）
〜

21
日
（金）
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

▼
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

農
政
協
力
員
を
通
じ
て
提
出
す
る

方
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
）

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
☎
（６１）
１

１
５
１

農
業
用
免
税
証
の
交
付

　

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
軽
油
を
燃
料
と
す
る
農
業
用
機

械
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
、
軽
油
引
取
税
が

免
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的

な
作
業
の
す
べ
て
の
委
託
を
受

け
て
農
作
業
を
行
う

者
」
に
つ
い
て
も
免

税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

免
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
安

足
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類　

農
業
委
員
会
の

発
行
す
る
耕
作
証
明
書
、
印
鑑
、

栃
木
県
収
入
証
紙
（
４
２
０
円
）、

機
械
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
、
農
作
業

受
委
託
に
関
す
る
契
約
書
な
ど
の

受
託
作
業
の
内
容
を
証
す
る
書
類

▼
申
請
期
間　

平
成
25
年
１
月

９
日
（水）
〜
11
日
（金）
の
間
に
、
直
接
、

同
事
務
所（
安
蘇
庁
舎
）へ

■
問
合
せ　

同
事
務
所
☎
（２３）
１
４

５
８

▼
縦
覧
場
所　

都
市
整
備
課
（
田

沼
庁
舎
新
館
２
階
）

▼
そ
の
他　

当
該
事
業
計
画
で

都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
事
項
以

外
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

利
害
関
係
者
は
、
平
成
25
年
１
月

４
日
（金）
ま
で
に
栃
木
県
知
事
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す■
問
合
せ　

同
課
☎
（６１）
１
１
１
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
の
受
付

　

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作

成
す
る
た
め
、
登
載
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
農
家
な
ど

▼
配
布　

12
月
25
日
ご
ろ
、
農
政

協
力
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

※
一
部
、
郵
送
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
配
布
さ
れ
な
い
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
提
出　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
田
沼
庁
舎
）、
佐
野
・
葛
生
総
合

窓
口
課
、
ＪＡ
佐
野
本
・
支
店
ま
た

は
農
政
協
力
員

※
平
成
25
年
１
月
10
日
（木）
ま
で

に
、
農
業
委
員
会
へ
（
ＪＡ
佐
野
、

講座名 実施日 定員 受講料

シーケン

サの基礎

平成25年1月22日（火）～

24日（木）

午前9時～午後4時

10 人 4,820 円

ガス溶接

技能講習

平成25年1月31日（木）、

2月1日（金）

午前9時～午後5時

20 人 4,820 円

■申込　各講座開催日の１週間前までに、

　電話で、同校☎０２８４（９１）０８０３へ

詳しくは窓口もしくは
チラシをご覧ください。
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に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
（６１）
１

１
７
２

人
権
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
】

　

12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
宣

言
」
の
採
択
（
１
９
４
８
年
12
月

10
日
）
を
記
念
し
て
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
命

の
尊
さ
を
知
り
、「
共
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
12
月
10
日
〜
16
日
は
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
】

　

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
】

　

人
権
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
10
日
（月）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

３
時
ま
で
）

▼
会
場　

隣
保
館
（
赤
坂
町
）

■
問
合
せ　

人
権
推
進
課
☎
（６１）
１

２
２
７

水
道
メ
ー
タ
ー
の
更
新
の

お
知
ら
せ

　

水
道
局
で
は
、
交
換
時
期
に
あ

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
行
い

ま
す
。
市
の
腕
章
と
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
た
佐
野
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
が
該
当
す
る
世
帯

に
お
伺
い
し
て
、
無
料
で
交
換
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
該
当
す
る
世

帯
に
は
、
水
道
局
よ
り
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

12
月
12
日
（水）
〜
平

成
25
年
２
月
18
日
（月）
（
予
定
）

■
問
合
せ　

水
道
局
工
務
課
☎
（２２）

１
６
９
６

「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」
の
予
約
申
込
を
引
き

続
き
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

　

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
は
、
エ
コ
住
宅
の
新
築
、
エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合
に
ポ
イ

ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
被
災
地
の
産

品
、
製
品
な
ど
と
交
換
で
き
る
制

度
で
す
。
対
象
工
事
の
着
工
・
着

手
の
期
限
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ポ

イ
ン
ト
発
行
申
請
は
引
き
続
き
受

付
中
で
す
。

　

な
お
、
対
象
住
宅
の
住
所
が
被

災
地
（
佐
野
市
も
該
当
）
の
場
合

に
限
り
、
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
前

に
必
要
と
な
る
予
約
の
受
け
付
け

も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
事
務
局
☎
０
５
７
０（
２
０
０
）

１
２
１

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
含
む
）

年
末
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　

12
月
11
日
（火）
か
ら
31
日
（月）
ま
で

の
21
日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
が
、
「
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

年
末
は
、
道
路
の
混
雑
な
ど
に

よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

周
り
に
配
慮
し
、
余
裕
を
も
っ
た

運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
の
推
進

・
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
３

Ｓ
運
動
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
運
動
の
統
一
行
動
日
】

・
12
月
11
日
（火）
運
動
周
知
日

21

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

・
12
月
14
日
（金）
飲
酒
運
転
根
絶
の

日・
12
月
20
日
（木）
高
齢
者
交
通
安
全

誓
い
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
の
日

　

11
月
は
市
内
で
３
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
（
11

月
20
日
現
在
）。
車
を
運
転
す
る

際
は
、
速
度
を
控
え
（
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
運
動
の
実
行
）、
進
路

前
方
の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら

進
行
し
、３
Ｓ
運
動
【
Ｓ
Ｅ
Ｅ
（
見

る
）、
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
（
減
速
す
る
）、

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（
停
止
す
る
）】
を
実

践
し
、
危
険
を
い
ち
早
く
察
知

す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

交
通
生
活
課
☎
（６１）
１

１
５
９

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

学
校
教
育
活
動
に
お
い
て
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
小
中
学
生
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
用
品
費
、
給
食

費
、
医
療
費
な
ど
の
一
部
を
補
助

す
る
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。　

　

こ
の
制
度
は
、
生
活
困
窮
の
程

度
に
よ
り
就
学
の
援
助
を
は
か
る

も
の
で
す
。
就
学
児
童
生
徒
の
家

庭
の
生
活
状
態
を
把
握
す
る
地
域

の
民
生
委
員
な
ど
の
助
言
が
必
要

☎ 

〒327-0843 栃木県佐野市堀米町3857Tel.0283-23-1230
秋栄　太郎

さの百景

唐澤山神社

全
種
類

絵柄絵柄

5050

検 索秋栄堂

秋栄堂印刷株式会社
http://www.syueido.co.jp/

こ
こ
で
し
か

  

買
え
な
い
年
賀
状

詳しくは
こちら

全 種類7777

3 栃木県佐野市堀米町
Tel.0283-23-
秋栄　太

社

秋栄

詳しく
こちら

〒327-0843

唐澤山神社

秋栄 太
郎

〒327-0
843 栃木

県佐野市
堀米町3

857

TEL.02
83-23-1

230

年賀状の準備は

お済みですか？

お電話を頂ければ、パンフレットを差し上げます！

さのまる
年賀
さのまる
年賀

佐野ふるさと年賀佐野ふるさと年賀
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市
民
税
の
均
等
割
を
年
額
５
０
０

円
引
上
げ
、
年
額
３
５
０
０
円
と

し
ま
す
（
現
行
３
０
０
０
円
）

県
民
税
の
均
等
割
を
年
額
５
０
０

円
引
上
げ
、
年
額
２
２
０
０
円
と

し
ま
す
（
現
行
１
７
０
０
円
）

●
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
帳

簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
の
あ
る
全
て
の
方

（
所
得
税
の
申
告
の
な
い
方
を
含

む
）
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す

■
問
合
せ　

市
民
税
課
☎
（２０）
３
０

０
８

退
職
所
得
に
係
る
市
県
民
税

の
計
算
方
法
の
変
更

　

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に
支

払
わ
れ
る
べ
き
退
職
手
当
等
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
点
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

①
退
職
所
得
に
係
る
所
得
割
の
特

例
廃
止

　

所
得
割
額
に
つ
い
て
、
算
出
さ

れ
た
税
額
か
ら
従
来
の
よ
う
に
所

得
割
額
の
10
分
の
１
に
相
当
す
る

金
額
を
控
除
す
る
措
置
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。

今
月
の
納
税

　

12
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
６
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０

司法書士・行政書士による司法書士・行政書士による

12 21日時

場所  佐野駅前交流プラザ  ぱるぽーと２階 佐野駅前交流プラザ  ぱるぽーと２階

/ 金・22土 23日・

法律相談会
９：３０ ～ １７：００
２２ は２１：００まで！

無
料

司法書士法人／行政書士法人司法書士法人／行政書士法人
代表　久保寺 寛 （埼玉司法書士会・埼玉県行政書士会所属）

TEL0120‐165‐246
問合せ・ご予約は

ベストファームＨＰは･･･ で検索！で検索！

●相続の手続き
●遺言書に関すること
●借金返済のお悩み

土

第３回

埼玉県川越市旭町１丁目１番地２１ ニュー旭ビルディング１階

平
成
２４
年
度
に
決
ま
っ
た

市
・
県
民
税
の
税
制
改
正

●
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

（
平
成
26
年
度
分
以
後
の
個
人
住

民
税
に
適
用
）

①
給
与
収
入
が
１
５
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
額

に
つ
い
て
２
４
５
万
円
の
上
限
を

設
け
ま
す

②
特
定
支
出
控
除
に
お
け
る
特
定

支
出
に
資
格
取
得
費
、
勤
務
必
要

経
費
（
上
限
額
65
万
円
）
を
加
え

特
定
支
出
控
除
の
適
用
判
定
基
準

額
を
給
与
所
得
控
除
の
２
分
の
１

（
給
与
収
入
１
５
０
０
万
円
超
の

場
合
は
１
２
５
万
円
）
と
し
ま
す

●
均
等
割
の
税
率
の
特
例
措
置

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
間
、

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
税
率
を

次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ま
す
。

さ
の
ま
る
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
さ
の
ま
る
音
頭
」の

Ｃ
Ｄ
を
限
定
販
売
し
ま
す

　

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
大
使
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド　

ユ
カ
イ
さ
ん
の
作
詞
・

作
曲
・
唄
に
よ
る
「
さ
の
ま
る
音
頭
」
の
Ｃ
Ｄ
を
次
の
と
お
り
限

定
販
売
し
ま
す
。

▼
収
録
内
容　

①
「
さ
の
ま
る
音
頭
」
②
「
さ
の
ま
る
音
頭
」
カ
ラ
オ
ケ

▼
予
約
受
付
期
間　

12
月
３
日
（月）
〜
21
日
（金）

▼
価
格
・
枚
数　

６
０
０
円
・
限
定
１
０
０
０
枚

▼
お
渡
し
の
期
間　

平
成
25
年
１
月
４
日
（金）
〜
18
日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
お
渡
し
場
所　

ま
ち
な
か
活
性
化
ビ
ル
「
佐
野
未
来
館
」
４
階
・

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
広
報
活
動
推
進
委
員
会
事
務
局

▼
申
込　

「
さ
の
ま
る
音
頭
Ｃ
Ｄ
予
約
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、

購
入
希
望
枚
数
（
お
ひ
と
り
５
枚
ま
で
）・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

同
事
務
局
FAX 

（２２）
８
８
３
１
へ

■
問
合
せ　

同
事
務
局
☎
（２７）
３
０
１
２

②
法
人
役
員
な
ど
に
対
す
る
退
職

所
得
の
算
出
方
法
の
変
更

　

勤
続
年
数
５
年
以
下
の
法
人
役

員
等
の
退
職
手
当
等
に
対
す
る
退

職
所
得
額
の
計
算
に
つ
い
て
、
退

職
手
当
等
の
収
入
金
額
か
ら
退
職

所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
後
、

従
来
の
よ
う
に
２
分
の
１
を
乗
じ

る
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
民
税
課
☎
（２０）
３
０

０
８

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎

調
査
結
果
（
今
年
度
末
指
定
予
定
）

に
関
す
る
図
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

▼
閲
覧
期
間　

12
月
21
日
（金）
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く

▼
閲
覧
場
所　

危
機
管
理
課
（
市

役
所
南
仮
庁
舎
１
階
）
、
安
足
土

木
事
務
所
企
画
調
査
部
（
栃
木
県

足
利
庁
舎
３
階
）

■
問
合
せ　

同
事
務
所
企
画
調
査

部
☎
０
２
８
４
（４１）
４
１
１
９
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インランドポート通信　第７回　　

　広報さの１０月１日号・１１月１日号では、インランドポートの

海外事例を紹介しました。その中で、インランドポート（物流拠点）

が市の発展に貢献していることを紹介しましたが、今月号はさらに

具体的に「インランドポートが経済の発展にどのように貢献するの

か」を紹介します。

　インランドポートができることにより、貨物を運ぶ仕事や集まっ

たものを仕分ける仕事など、新たな物流に関連する企業が立地して

いくことが期待されます。

　このことで、市内をはじめ県内の輸出入に関連した企

業にとって、輸送の効率化によりコストの削減が図られ

ます。この輸送コストの削減が見込めることで、実際に

ものを売り買いするような輸出入関連企業などといった

企業が進出しやすい環境が整うことになります。

　企業誘致を積極的に進める佐野市にとってインランド

ポートの設置は、さまざまな企業の進出が見込まれ、地

域経済の振興に寄与されることが期待されます。

■問合せ
インランドポート推進室
☎（２０）３０４５

昭
和
49
年
か
ら
民
事
調
停
委
員
、
同
51
年
か
ら
家

事
調
停
委
員
を
務
め
る
。
元
県
調
停
協
会
連
合
会

副
会
長
お
よ
び
元
足
利
調
停
協
会
会
長
。
民
事
・

家
事
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
紛
争
の
解
決
を
図
る
活

動
に
長
年
尽
力
。

昭
和
43
年
東
武
鉄
道
㈱
に
入
社
。
太
田
駅
、
春
日

部
駅
、
新
栃
木
駅
の
駅
長
を
歴
任
し
、
館
林
駅
長

で
平
成
21
年
退
職
。
地
域
の
鉄
道
事
業
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
。　
　
　

昭
和
37
年
佐
野
市
消
防
本
部
に
入
庁
。
平
成
14
年

か
ら
佐
野
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

長
兼
佐
野
消
防
署
長
。
平
成
15
年
か
ら
佐
野
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
長
。
平
成
16
年
消
防
監
で
退

職
す
る
ま
で
、
地
域
の
防
災
活
動
に
尽
力
。

瑞
宝
双
光
章
（
鉄
道
業
務
功
労
）

　

土
澤
孝
芳
（
豊
代
町
）

瑞
宝
双
光
章
（
調
停
委
員
功
労
）

　

安
藤
儀
一
（
犬
伏
下
町
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

　

村
野
國
髙
（
奈
良
渕
町
）

叙
勲
受
章
者
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
）

大
臣
表
彰
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
）

総務大臣表彰
飯塚　久（堀米町）
佐野市総合政策部長

厚生労働大臣表彰
影山米子（秋山町）
地域における長年の健
康づくりへの貢献
（ご本人が辞退された
ため、お写真の掲載は
ございません）

港周辺の風景（京浜港）
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講
座情

報

市
内
で
開
催
さ
れ
る
、

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
で
す
。

エコせっけん＆キャンドル作
り講習会

▲

日時　１２月１５日（土）
　　　　午前９時３０分～正午

▲

会場　みかもクリーンセンター

▲

定員　先着25人（無料）

▲

持ち物　

　【固形石けん】
　廃食用油・豆腐や牛乳などの
　空パック
　【キャンドル】
　小さい空きビン
　（おひとり３～5個程度）

▲
服装　長袖、長ズボン・三角巾・
　エプロン・マスク・ゴム手袋・メ
　ガネ（ゴーグル）など
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎(２３)８１５３へ

廃食油を利用して、
環境にやさしい石けん
とクリスマスキャンド
ルを作ります。

田沼中央趣味の講座
「しめ縄飾り教室」

▲

日時　１２月２０日（木）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　津布久捨三郎さん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　３００円（材料費）

▲

持ち物　木バサミ、座布団
■申込　直接または電話で、
　　　　同館☎(６１)１１３５へ

楽習講師企画講座
「ママ友作りも出来るベビー
マッサージ体験会」

▲

日時　平成２５年１月１０日・
　２４日の各木曜日(全２回)
　午前１０時３０分～１１時３０分

▲

会場　城北地区公民館

▲

対象　２カ月～ハイハイくらい
　　　　までの親子

▲

講師　柏倉美香さん

▲

定員　先着１５組

▲

費用　１,０００円（材料費）

▲

持ち物　バスタオル、赤ちゃん
　　　　　の水分（母乳など）
■申込　１２月２０日(木)まで
　　　　に、電話で、生涯学習課
　　　　☎(６１)１１７４へ

講座名 曜日 時間 回数 受講料 定員

エアロ＆マーシャルアーツ 月 午後 7時 20 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

ヨーガ 月 午後 8時 30 分～ 9時 30 分 10 回 2,000 円 40 人

茶道 火 午後 7時～ 9時 10 回 4,500 円 12 人

ZUMBA 火 午後 7時 20 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 50 人

バレトン 火 午後 8時 30 分～ 9時 30 分 10 回 2,000 円 40 人

フラダンス 火 午後 7時 30 分～ 9時 10 回 2,000 円 40 人

料理　 水 午後 7時～ 9時 15 分 7回 5,000 円 15 人

エアロビクス 水 午後 7時 20 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

ボクササイズ 水 午後 8時 30 分～ 9時 30 分 10 回 2,000 円 40 人

お菓子作り 木 午後 7時～ 9時 15 分 7回 5,000 円 15 人

書道 木 午後 7時 30 分～ 9時 10 回 3,000 円 15 人

バドミントン 木 午後 7時 30 分～ 9時 10 回 3,000 円 14 人

パン作り 金 午後 7時～ 9時 15 分 8回 5,000 円 12 人

ゴルフ 金 ①午後 6時 30 分～　②午後 8時～ 各 10回 10,500 円 各 14 人

平成２４年度冬期「青年講座」受講生募集！ たくさんの若者が集まり、楽しく講座を行っています。

▲

日時　平成25年１月７日（月）から随時開催　

▲

会場　界地区公民館など　

▲

対象　１８歳～４５歳位までの方　　　　　

▲

費用　下記受講料のほか、年会費１,０００円　

▲

申込　１２月３日（月）～１４日（金）の午後７時～９時（土・日曜日を除く）の間に、受講料を添えて、
　　　　直接、界地区公民館「青年講座」係へ

■
問合せ　佐野市青年講座企画グループ代表・宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２（平日午後７時～９時）
　　　　　http://happinesssano.web.fc2.com/

ベビーマッサージの体
験とママ友が作れちゃ
う、楽しい体験会を
開催します。
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大豆を使った食育とエコクッ
キング講座～地産地消で地域
も身体も元気モリモリ♪～

▲

日時　平成２５年１月１６日（水）
　午前１０時３０分～午後１時

▲

会場　みかもクリーンセンター

▲

講師　勅使川原唯男さん（㈱大
　豆工房おらが）、松林真弓さん
　（野菜ソムリエ）

▲

定員　先着１６人

▲

費用　８００円（材料費）

■

申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎(２３)８１５３へ

不死身の生き物！？
「クマムシ」を観察しよう

▲

日時　１２月１５日（土）
　　　　午前１０時～正午

▲

会場　県立佐野高等学校生物室

▲

対象　小学３年生以上（小学生
　　　のお子さんは保護者同伴）

▲

講師　青柳育夫さん（同校教諭）
　　　　同校生物部の皆さん

▲

定員　先着３０人（無料）

▲

持ち物　上履き、筆記用具
■申込　１２月１２日（水）まで
　　　　に、電話で、環境政策課
　　　　☎（６１）１１５５へ

新聞紙を利用した
マイバッグづくり

▲

日時　１２月８日（土）
　　　　午後１時３０分～４時

▲

会場　みかもクリーンセンター

▲

講師　消費者友の会の皆さん

▲
定員　先着２０人（無料）

▲

持ち物　気に入った絵柄の入っ
　　　　　た新聞紙（10枚程度）、
　　　　　液状のり、はさみ、カッ
　　　　　ター、30cm以上の定規
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎(２３)８１５３へ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

楽しいくらしの講座
「おせち料理を作る」

中央趣味講座「郷土料理教室」

▲

日時　平成２５年１月２９日（火）・
　３０日（水）午前９時３０分～正午

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　田澤テル子さん
　　　　（郷土料理研究家）

▲

定員　各回先着２０人

▲

費用　各回５００円（材料費）

▲

申込　１２月１０日（月）～２１
　　　　日（金）の間に、代金を添え
　　　　て直接、同館へ
■問合せ　同館☎(２４)５７７１

▲

日時　１２月２６日（水）
　午後１時３０分～４時３０分

▲

会場　城北地区公民館

▲

講師　小倉徳次さん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　１,０００円（材料費）
■申込　電話で、交通生活課
　　　　☎(６１)１１５９へ

スリランカ料理教室

ふるさと料理教室  
 「奄美の郷土料理」編

▲

日時　１２月１６日（日）
　　　　午前１０時～午後２時

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　イシャニ・アベイシンゲさん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　５００円（材料費）

▲

持ち物　エプロン・三角巾・マスク
　　　　　など
■申込　１２月１０日（月）まで
　に電話で、佐野市国際交流協会
　☎(２４)４４４７へ

▲

日時　平成25年１月１１日（金） 
　　　　午前９時３０分～正午

▲

会場　常盤地区公民館

▲

講師　奄美で生まれ育った方

▲

定員　先着１５人

▲

費用　５００円（材料費）
■申込　１２月１０日（月）から、
　　　　直接または電話で、同館
　　　　☎(８５)３６５７へ

手作りの料理が少なくなったといわ
れる時代に、食の重要性を学習し、
伝統のおせち料理を手作りする講
座です。

佐野市民大学
「発酵食を知ろう！塩こうじ
などを使った料理づくり」

▲

日時　平成２５年１月１２日（土）
　　午前１０時～午後１時３０分

▲

会場　葛生地区公民館

▲

講師　島野礼子さん（栄養士）

▲

定員　先着２０人（無料）

▲

費用　６００円（材料費）

▲

申込　１２月２０日（木）まで
　　　　に、代金を添えて直接、
　　　　佐野市中央公民館へ
■問合せ　同館☎(２４)５７７１

本場の料理を作って味わいましょう。

その土地のめずらしい個性ある郷土
料理を一緒に作ってみませんか！

パレットプラザさの講座
「父と子の料理教室」

▲

日時　１２月１５日（土）午前９時
　　　　３０分～午後０時３０分

▲

会場　城北地区公民館

▲

対象・定員　お父さんとお子さん
　　　　（小学生以上）先着１２組

▲

講師　栃本地区食生活改善の会

▲

費用　１人３００円（材料費）

▲

持ち物　エプロン・三角巾

▲

主催　男女共同参画ネットワー
　　　　クさの
■申込　１２月１２日（水）までに、
　　　　電話で、男女共同参画課
　　　　☎（２７）２３５４へ

顕微鏡を使って観察しましょう。

発酵食品「大豆」の料理を提案 !!
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　１０月２８日、文化会館で、まんが田中正造発刊

記念シンポジウム ｢よみがえる郷土の偉人｣ が開催

されました。

　市では来年、平成２５年に田中正造翁の没

後１００年を迎えるにあたり、正造翁の功績

をたたえようと顕彰事業を進めています。こ

のシンポジウムは ｢まんが田中正造｣ の発

刊を記念し、原作者の水樹涼子さん ( 作家 )、

作画を監修された千葉修平さん ( 文星芸術大

講師 )、坂原辰男さん ( 田中正造没後１００

年顕彰事業を進める会会長 ) らを迎え開催さ

れました。

　シンポジウムに先立って行われた水樹さんの基調講演では、執筆に

まつわる話が紹介され、作品に込めた思いや、作品を描いたうえで感

じた思いが話されました。

　また、水樹さん、千葉さん、坂原さんに、岡部市長を交えて行われ

たパネルディスカッションでは、今後の顕彰事業の展開やまんが制作

に込めた思い、また、史実に基づいた解説などが話されました。

　このほかくずう民話の会・語り部の部により正造翁の語り部が行われたほか、旗川小の 4年生が正造翁

の生涯を描いた寸劇を披露。想いがこもった語り部と、児童たちの熱演に大きな拍手が送られました。

　 正造翁の訴えは、産業と自然環境の再考が必要な現在に通ずるものがあります。この没後１００年を

機に、あらためて郷土の偉人・田中正造翁の功績をたたえましょう。

26

まんが田中正造発刊記念シンポジウム
｢よみがえる郷土の偉人｣

　１１月１１

日、第８回佐野

市民駅伝競走大

会が開催されま

した。

　この大会は、

地域の親睦を深

め、競技層の拡大や明るく住みよい地域社会づく

りを目的に毎年１１月に開催されています。

　市内各支部を代表する選手たちは、沿道の観客

たちの声援に励まされながら、精一杯の走りでタ

スキをつなぎ、ウッドランド森沢から葛の里壱番

館前までの１９．０３キロ

を駆け抜けました。

　なお、上位チームの成

績は以下の通りです。

　優勝　：犬伏支部

　準優勝：城北支部

　第３位：赤見支部

佐野市民駅伝競走大会栃木県高等学校駅伝競走大会
　１１月３日、栃木県高等

学校駅伝競走大会 ( 男子第

６５回・女子第２７回 ) が、

運動公園周回コースで開催

されました。

　この大会は、前回まで高

根沢町で行われていました

が、今回から佐野市での開

催となりました。選手たち

は運動公園陸上競技場でタスキをリレーし、周辺

の周回コースを力走。沿道では市民の皆さんや各

学校の関係者・生徒たちからの熱い声援が飛び交っ

ていました。

　男子は白鴎大学足利高校が

初優勝、女子は那須拓陽高校

が１２年連続優勝を果たしま

した。男子で大会３連覇を目

指した佐野日大高校は、９秒

差で惜しくも２位となりまし

た。
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　１１月６日、葛生あくとプラザなどの３つの

会場で、佐野市葛生地区社会福祉協議会の主催

により、葛生地区に住む高齢者の皆さんに新そ

ばが振る舞われました。

　この日は同地区宮本

町出身で、現在は市外

でそば店を営む新里宗

一さん ( 栃本町 ) を中

心に７人の方が、打ち

たて・茹でたてのそば

を提供しました。

　３会場で計３００人

の方にそばが振る舞わ

れ、このうち、葛生あくとプラザに集まったお

年寄りは約１５０人。新そばの味に ｢美味しい、

美味しい｣ と声を上げながら笑顔を見せたほか、

久しぶりに会った方々と楽しそうに談笑してい

ました。

　 主催された佐野市葛生地区社会福祉協議会の

長島明二会長は ｢そばを味わうだけでなく、こ

うして家の外に出て、いろいろな方と顔を合わ

せてもらうことで孤立化を防いでいきたい｣ と

話していました。

朝
起
き
て
顔
を
洗
わ
な
い
人

を
ミ
ソ
ッ
コ
ケ
と
い
う

　

朝
起
き
た
ま
ま
顔
を
洗
わ
な
い
者
を
ミ
ソ
ッ
コ
ケ
と
い
い

ま
す
。
面
倒
く
さ
が
っ
て
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
と
も
せ
ず
、

身
だ
し
な
み
の
わ
る
い
無
精
者
を
の
の
し
っ
て
い
う
と
き
の

こ
と
ば
で
す
。
一
般
に
家
庭
内
で
親
が
子
に
対
し
て
使
い
ま

す
。

　

「
こ
の
子
っ
た
ら
、ま
だ
顔
を
洗
っ
て
ネ
ン
ダ
ガ
ネ（
な
い
ん

で
す
よ
）。こ
の
サ
エ
ネ
ー（
汚
ら
し
い
）顔
を
見
リ
ャ
ー（
見
れ

ば
）ミ
ソ
ッ
コ
ケ
か
ど
う
か
、す
ぐ
わ
か
る
ダ
ン
ベ
ー（
で
し
ょ

う
）？
」

　

ミ
ソ
ッ
コ
ケ
は
、
味み

そ

お

け

噌
桶
が
変
化
し
た
も
の
で
す
。
本
来

は
味
噌
を
入
れ
て
お
く
専
用
の
大
き
な
桶
や
樽た

る

を
い
い
ま
し

た
が
、
朝
起
き
て
顔
を
洗
わ
な
い
人
を
、
味
噌
の
つ
い
て
い

る
桶
（
樽
）
の
よ
う
だ
と
い
う
よ
う
に
、
味
噌
桶
に
た
と
え

て
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
味
噌
は
栄
養
が
あ
り
調
味
料

と
し
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
食
品
で
あ
る
反
面
、
そ
の
色
や
形

状
な
ど
か
ら
汚
ら
し
く
不
快
感
が
あ
っ
て
「
味
噌
を
塗
る
」（
対

面
を
汚
す
）・「
味
噌
を
つ
け
る
」（
失
敗
す
る
）
な
ど
と
い
う

語
句
が
生
ま
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　

昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
米
・
大
麦
・

大
豆
・
麹

こ
う
じ
・
塩
な
ど
を
、
大
き
な
味み

そ

だ

る

噌
樽
に
入
れ
て
発は
っ
こ
う酵
さ

せ
、
自
家
用
の
味
噌
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
味
噌
樽
は
、

ミ
ソ
ベ
ヤ
（
味
噌
部
屋
）
と
か
ミ
ソ
グ
ラ
（
味
噌
蔵
）
と
い
っ

た
特
別
に
造
っ
た
別
棟
に
保
存
さ
れ
、
い
つ
で
も
調
味
料
と

し
て
使
用
で
き
る
状
態
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

吉
水
小
学
校
で
、

教
育
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　１０月２３日、吉水小学校において、PTA文化補導

委員会主催の教育講演会が開催されました。

　講師には教育評論家の萩本悦久さんをお迎えして、

「コミュニケーションを育てる４つの あい″」という

演題で、お話をうかがいました。

　現在の子どもたちは、テレビゲームやパソコンに

代表される「画面社会」の中で、ひとり遊びのために、

社会性や共感性が働かなくなってきているそうです。

そこで、コミュニケーション能力を身につけるため

に、①信じ合う、②ほめ合う、③挨拶し合う、④感

謝し合うことの大切さを話されていました。

　また講演では、２歳年

上の兄であるタレントの

萩本欽一さん（欽ちゃん）

との幼少期の思い出話な

どをユーモアたっぷりに

話してくださり、そうし

た話の中から「子育ての大

切さ」を話されました。

　会場には、保護者の方ばかりではなく、地域の方々

も多数来られていて、家庭・地域社会における教育問

題への関心の深さが感じられるとても有意義な講演

会でした。　　　　　　　　（市民記者　山口万里子）

地
元
の
高
齢
者
を
招
い
て

｢

そ
ば
会
食
会｣ 

″



北
条
氏
忠
の
入
城
と
、

西
側
根
小
屋
の
整
備

広
報
さ
の　
■
平
成
２４
年
１２
月
１
日
号

■
編
集　

佐
野
市 

政
策
調
整
課

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す 〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１

URL http://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　 ８８人　●死亡 １１２人

●婚姻　 ５６組　●離婚　 ２２組

●転入 ２４５人    ●転出 ２２６人

人口の動き（１０月分）

	●人口１２３，５６０人（－５） 　●世帯４９，０７０戸（＋４７）

　　男　６０，９２６人（＋２３）　　　 （　）は前月比

　　女      ６２，６３４人   （－２８）　

人口と世帯数（１１月１日現在）

原雅典・瞳さん（越名町） 町田純一・理絵さん（赤坂町）

佐野

～空き部屋有(若干)～
　体験入居可能

～社員募集中～
　詳しくはご連絡下さい

入居相談会開催
12月9日 (日)

（受付：9：45）

10:00～12:00
～お気軽にご来場ください～

佐野市堀米町820-5（清澄高校すぐそば）

自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む

自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む

　

若
き
当
主
で
あ
っ
た
宗
綱
の

突
然
の
死
に
よ
っ
て
、
佐
野
家

は
後
継
ぎ
問
題
を
巡
っ
て
混
乱

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、

小
田
原
北
条
氏
は
北
関
東
へ
勢

力
を
伸
ば
し
、
上
野
か
ら
下
野

南
部
に
ま
で
支
配
が
及
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
野
家

で
は
、
親
北
条
氏
派
と
反
北
条

氏
派
で
激
し
く
争
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
北
条
氏

康
の
六
男
と
さ
れ
る
、
氏
忠
が

佐
野
家
に
養
子
と
し
て
入
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
年
は
天

正
13（
１
５
８
５
）
年
と
も
、
同

14
年
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
忠
の
佐
野
領
支
配
は
、
天

正
18（
１
５
９
０
）
年
の
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
ま
で
の

５
年
程
で
し
た
。
こ
の
間
、
秀

吉
と
北
条
氏
と
の
緊
張
が
高
ま

る
と
、
唐
沢
山
城
の
整
備
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
文
書
の

記
述
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
に
は
、
「
根
小
屋
」
や
「
根

古
屋
」
、
「
堀
」
、
「
宿
構
」
、
「
宿

構
の
芝
土
居
」
な
ど
、
要
所
の

名
称
が
読
み
取
れ
、
根
小
屋
の

防
備
を
重
視
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
こ
の
根
小
屋
と
は
、

栃
本
側
の
唐
沢
山
西
側
の
麓
を

指
し
て
い
ま
す
。

　

関
東
へ
も
歴
史
の
大
き
な
転

換
期
が
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
頃
、

唐
沢
山
城
周
辺
で
も
緊
張
が
高

ま
り
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

国指定史跡を目指して！　№４５
生涯学習課
 ☎（６１）１１７４

岩澤拓野・友子さん（大橋町）

さくらちゃん 平成２４年３月生 稜
りょうま

磨ちゃん 平成２３年９月生

▲

檜山勝己・直美さん（富岡町）

璃
り の

乃ちゃん 平成２３年１０月生

根小屋に現在も残る大規模な土手

琥
こ は く

珀ちゃん 平成２３年７月生


